


第２回 技術・経営環境分科会 実施概要 
 

 

１ 開催日時 令和６年２月 15 日（木）10:00～12:00 

２ 開催場所：県庁議会棟４階 401 会議室 

３ 議 事 

（１） 総合評価落札方式の見直しについて 

１）業務成績評定点評価の見直し 

・80 点から 84 点に見直し 

・令和６年４月の公告案件から適用 

（協会） 

・価格以外で差を付けるには、どこに差を付けるかは、分かりにくく、見えにくいため、

難しいと考える。 

（技術管理室） 

・やりながら入札状況などを検証し、皆様のご意見を伺い改善していく。 

 

２）工事監督支援業務（資料のみ） 

・現行の受注希望型競争⼊札に加え、新たな総合評価落札方式（技術提案型）により、工事

物の品質確保を強化。 

・令和６年４月の公告案件から適用 

 

（２） 優良技術者表彰制度の見直しについて 

・申請基準を 82 点以上から 87 点以上に見直し 

・総合落札方式の加点は、大規模、難工事のみ加点 

（協会） 

・制度の見直しについて、所長推薦など点数でなく、頑張ったものを評価できるような制

度へ。 

・総合落札方式の業務成績評定点が見直しとなるため、基本となる業務成績評定の見直し

が必要である。 

（技術管理室） 

・業務成績評定点により評価しているのに、申請により選考される点が疑問、また、この

過程を技術の研鑽と考えるなどいろいろなご意見があるため、皆様のご意見を伺い検討

したい。 

・補償コンなど成績評定シートが無いものもあるため、皆様のご意見を伺い見直していく。 

 

（３） ボーリング業務における遠隔臨場の活用について 

・令和６年１月、地質調査業務における遠隔臨場の試行を実施。（災害復旧事業を除く） 

・履行中の業務においても受発注者協議により適用可。 


